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オオスカシバ(透明な翅をもちホバーリ

ングするスズメガ)の食害を受けやすい。

幼虫(イモムシ)を駆除する。 

剪定は花後早目に実施する。夏には翌年

の花芽が形成されるので遅れると花付が

悪くなる。肉厚の花弁は次第に黄味を帯

びてくる。八重咲品種は結実しないので

花柄を取り除くとよい。 

暖地の沿海地や低山の照葉樹林内に自生

する。潮風には強いが寒風に弱い。管理

のポイントはオオスカシバの駆除。大型

のイモムシは大食漢。丸坊主になる前に

駆除する。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ 耐 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

実にはカロチノイドが含まれ、金団(きんとん)

や沢庵(たくあん)など食品の着色に使われる。 

Memo 

梅雨時に開花すると、どこからともなく芳香が

漂ってくる。耐陰性があり、庭隅に1株植えるだ

けで季節を感じる。原種は一重咲。八重咲の園

芸品種があるが、雄しべが花弁に変化したため

結実しない。暖地を好み、沿海地や低山の照葉

樹林内に自生するアカネ科の常緑低木。 

生長：普通 特 記 

アカネ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／低木／木本植物／在来種 

クチナシ  [ 梔子 ]  

イワカワシジミ 

メジロ・ツグミ・シジュウカラ 
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